
「荷主としてのリアルタイム配送見える化への挑戦」

1．サントリーグループと物流部門のご紹介

2．配送状況見える化システム概要

3．実際の運用・振り返りと今後の課題
（首都圏先行実施と全国展開）

4．応用例ご紹介（ASNによる検品レス実験）

‘24.7.5
ｻﾝﾄﾘｰﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ本部
本村 佳久
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サントリーグループのご紹介
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ｻﾝﾄﾘｰｸﾞﾙｰﾌﾟHPより抜粋

「人と自然と響きあう」社会の実現

水や農作物など自然の恵みに支えられた総合酒類食品企業として、

「人と自然と響きあう」を使命に掲げ、人々の生活を潤い豊かにすることと自然環境を

守り育むことが共存し、人と自然が互いによい影響を与えあって永く持続していく社会をめざします。

サステナビリティに関する７つのテーマ

サントリーグループ サステナビリティ・ビジョン
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サプライチェーン領域
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酒類・飲料業界の取扱物量(2019年推定)

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社
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主要な配送センターは酒・食合わせて約50か所

海老名愛西

サントリー物流を担う全国の主要な配送センター

新千歳

浦和美園

豊見城
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2.配送状況見える化システム概要

・背景

・システム選定

・概要
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背景

車両運転への危険性が高まり、
得意先出荷が不可能になるリスクがある。

→ 出荷状況をタイムリーに把握する必要がある。
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有事での配送状況把握（輸送会社様定時報告）

結果、定時報告から１～２時間遅れる

有事の中、工数莫大

【前日】 サントリーより輸送会社様にメールで送付 【当日】 輸送会社様定時報告

【　得意先　配送状況確認表　】 ○:納品完了

△:倉庫出発済

　　エリア：9/6(火)納品　九州・山口 ★先方連絡済

×:配送不可

納品日 届先名称 配車ＮＯ 配送状況

8時現在 12時現在 15時現在

9/6 〇〇産業株式会社　鳥栖倉庫 20

9/6 〇〇食品株式会社　九州中央支店 501

9/6 〇〇食品株式会社　九州中央支店 502

9/6 〇〇食品株式会社　九州中央支店 503

9/6 〇〇組合連合会　鳥栖ドライＤＣ 500

9/6 〇〇産業株式会社　トライアル白鳥ＤＣ 9001

9/6 〇〇ソリューション大分北支店 OIT01

9/6 〇〇九州株式会社　鳥栖常温センター 70151

○:納品完了

△:倉庫出発済

★先方連絡済

×:配送不可

配車ＮＯ 配送状況

8時現在 12時現在 15時現在

20 △:倉庫出発済○:納品完了

501 △:倉庫出発済○:納品完了

502 △:倉庫出発済○:納品完了

503 △:倉庫出発済○:納品完了

500 △:倉庫出発済○:納品完了

9001 ○:納品完了

OIT01 ○:納品完了

70151 ○:納品完了

荷主は、下記が重要

・お届け先（届先名称）に
・製品が（配車No.）
・納品出来たかどうか

輸配送拠点様は、
百件以上の得意先につき

・車番を特定し
・乗務員に電話確認し
・インプットする
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そこで、、システム化の検討

配送状況把握の効率化に向け、’20年に乗務員スマホアプリシステム導入

出荷
システム

貨物･届先（伝票）
＋車両情報

車番 回転配車No届先/受受払場所名称 配送状況 合計 / 数量（CS）

2384 1 K21 〇酒販株式会社〇〇広域 届先納品済 819

2384 2 K22 〇酒販株式会社〇〇広域 配送中 1,059

2954 1 K12 〇酒販株式会社　〇〇支店 届先納品済 21

4793 1 K7 株式会社〇〇サービス物流センター 届先納品済 1,401

4793 2 K6 〇〇食品株式会社〇〇加食ＤＣ 届先納品済 882

4793 3 K3 株式会社〇〇　〇営業所 届先納品済 10

4793 3 K3 〇〇酒販株式会社〇〇広域物流センター届先納品済 1,056

配送状況一覧
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そこで、、システム化の検討

配送状況把握の効率化に向け、’20年に乗務員スマホアプリシステム導入

乗務員自身でのスマホ入力は
無理があった。

↓

結果：インプット率 数%以下

実用不可

＜問題大＞
・余裕無し
・操作面倒
・通信費自己負担
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［自社車両］ ［固定庸車］

32% (868台) 44%(1,203台) 24%(677台)

各社個別の動態
管理システム

電話対応

［ｽﾎﾟｯﾄ庸車］

出荷システム

＜サントリー＞

Excel
入力

車両情報と配車No.･伝票No.の照合

ﾃﾞｰﾀ
ﾏｰｼﾞ

共有
ﾌｫﾙﾀﾞ

得意先配送状況把握方法再設計

ﾒｰﾙ送付
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［現状］

＜輸送会社様＞



［自社車両］ ［固定庸車］

32% (868台) 44%(1,203台) 24%(677台)

各社個別の動態
管理システム

電話対応

［ｽﾎﾟｯﾄ庸車］

出荷システム

Excel
入力

車両情報と配車No.･伝票No.の照合

ﾃﾞｰﾀ
ﾏｰｼﾞ

共有
ﾌｫﾙﾀﾞ

①データ収集

②貨物･届先
(伝票)と連携

③配送サマリ

得意先配送状況把握方法再設計

ﾒｰﾙ送付
＜サントリー＞＜輸送会社様＞
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車両データ収集システムの再検討
＜車両状況収集ｼｽﾃﾑの調査・比較＞

庸車先からも広くデータ収集可

システム α β traevo ｻﾝﾄﾘｰｽﾏﾎ

メーカー α社 β社 ㈱traevo ｻﾝﾄﾘｰ内

実績
(ﾄﾗｲｱﾙ)

A社 B社 C社 サントリー

車両動態
データ収集

専用機より
×

専用機より
×

ﾃﾞｼﾞﾀｺ、
汎用GPS

〇

ｽﾏﾎ入力
×

製品伝票・
届先情報連携

専用ｿﾌﾄ費大

×
専用ｿﾌﾄ費大

×
汎用API

〇

月額費用 千円超/台 千円超/台 数百円/台 (ｽﾏﾎ契約)

評価 ◎

車両情報の可視化・共有化による物流全体最適化実現への期待
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●遅配未配のリアルタイム把握（有事＋通常時）
●滞留時間の分析推進と極小化改善
●CO2排出量の正確な把握による環境保全対策推進
●運行実績の把握による運賃評価
●車両輸送の実車率・稼働率の向上、共同輸配送の促進

・・・

車両情報の可視化・共有化による物流最適化への期待

荷主の抱える課題解決の為のみならず、
物流業界全体の最適化実現の為のインフラとして必要。

物流業界全体の資産である輸送車両について
位置情報をリアルタイムで可視化・共有化

荷主としての課題例
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出荷
システム

動態管理サービス

Sigfox

80%

dejiren

5%

デジタコ

8%

画面手入力

システム画面

7%

物流協力会社様調整結果とシステムの構成

動態ﾃﾞｰﾀ
(ﾃﾞﾊﾞｲｽID、時刻、位置)

配送状況一覧

配車・実車入力

全国拠点：事前調査結果(車両2741台)

ﾃﾞﾊﾞｲｽID・車番紐付けﾏｽﾀ

連携して
出力

車番 回転配車No届先/受受払場所名称 配送状況 合計 / 数量（CS）

2384 1 K21 〇酒販株式会社〇〇広域 届先納品済 819

2384 2 K22 〇酒販株式会社〇〇広域 配送中 1,059

2954 1 K12 〇酒販株式会社　〇〇支店 届先納品済 21

4793 1 K7 株式会社〇〇サービス物流センター 届先納品済 1,401

4793 2 K6 〇〇食品株式会社〇〇加食ＤＣ 届先納品済 882

4793 3 K3 株式会社〇〇　〇営業所 届先納品済 10

4793 3 K3 〇〇酒販株式会社〇〇広域物流センター届先納品済 1,056

GPS端末

ﾄﾗﾝｽﾄﾛﾝ他

(ｽﾎﾟｯﾄ庸車
の約3割)
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配送状況判定の自動化

出荷倉庫 得意先

出荷システム内でジオフェンス設定
半径200ｍエリアの入退出で配送状況を判断（乗務員の操作不要化）

倉庫到着済 配送中 納品済
相手先到着済

17/31

配送状況が自動で取得可能



配送状況見える化画面（出荷システム上）
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配送状況：自動取得出来ない場合は手入力で選択



traevo画面（走行履歴・現在位置） 19/31



システム移行：目標設定

車番、時刻、
位置（緯度･経度）

［自社車両］ ［固定庸車］ ［ｽﾎﾟｯﾄ庸車］

出荷
ｼｽﾃﾑ

CSV

(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)［改善後］

首都圏（1007台）→’23.7月～

［現状］

残り全国（1741台）→’24. 7月～

スケジュール

←ｔｒaevo

＜輸送会社様＞ ＜ｻﾝﾄﾘｰ＞
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’23.7月~ システム立上げ・稼動
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3．実際の運用・振り返りと今後の課題
（首都圏先行実施と全国展開）
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1/24･25大雪情報下での首都圏得意先配送報告事例

首都圏輸送会社配送エリア
（群馬県・長野県）が対象

23/31



実施結果

キー 運送会社コード車番 デバイスID 回転 届先/受受払場所コード届先/受受払場所名称 11時 14時 17時

6612F0294136332 6612 728632@S00009 1 F0294136 〇〇専用物流事業所 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6612F0294543332 6612 728632@S00009 2 F0294543 サントリービバレッジソリューション〇〇支店 届先到着済 届先納品済 届先納品済

6612F0294900332 6612 728632@S00009 1 F0294900 〇〇食品株式会社　長野営業部塩尻センター（加食） 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6616D42310332 6616 25AC34 2 D42310 〇〇販売　株式会社　諏訪支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6616D42314332 6616 25AC34 2 D42314 〇〇販売　株式会社　伊那支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6616F0294543332 6616 25AC34 2 F0294543 サントリービバレッジソリューション〇〇支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6616F1407686332 6616 25AC34 1 F1407686 〇〇食品０３６長野支店（加食） 配送中 届先納品済 届先納品済

6616F1414097332 6616 25AC34 2 F1414097 〇〇販売　株式会社　諏訪支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6616F1414119332 6616 25AC34 2 F1414119 〇〇販売　株式会社　伊那支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6617D42306332 6617 729523@S00009 1 D42306 〇〇関信越株式会社　長野支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6617F0585432332 6617 729523@S00009 1 F0585432 〇〇関信越株式会社　信越支社　長野支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6617F0585548332 6617 729523@S00009 2 F0585548 サントリービバレッジソリューション〇〇支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6667D42304332 6667 728B85@S00009 1 D42304 〇〇販売　株式会社　長野支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6667F1414011332 6667 728B85@S00009 1 F1414011 〇〇販売　株式会社　長野支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6668F1407686332 6668 7292D5@S00009 1 F1407686 〇〇食品〇〇長野支店（加食） 届先到着済 届先納品済 届先納品済

6671D42305332 6671 72869E@S00009 2 D42305 〇〇関信越株式会社　ＦＭ松本第２センター 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6671F0585505332 6671 72869E@S00009 2 F0585505 株式会社〇〇松本ドライセンター 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6673D42301332 6673 72875F@S00009 1 D42301 〇〇販売株式会社上田流通センタ－ 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6673D42322332 6673 72875F@S00009 1 D42322 〇〇販売　株式会社　佐久支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6673F1414020332 6673 72875F@S00009 1 F1414020 〇〇販売　株式会社　上田支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6673F1414062332 6673 72875F@S00009 1 F1414062 〇〇販売　株式会社　佐久支店 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6675F0395048332 6675 728AF4@S00009 1 F0395048 株式会社〇〇　長野センター (空白) (空白) 届先納品済

6675F0585505332 6675 728AF4@S00009 2 F0585505 株式会社〇〇松本ドライセンター 届先納品済 届先納品済 届先納品済

6675F0585858332 6675 728AF4@S00009 2 F0585858 伊藤忠食品株式会社信州物流センター 届先納品済 届先納品済 届先納品済

‘24年1月25日配送データサマリ
定時報告タイミング

有事での配送状況報告完了
(但し11時点で、かなりの“配送中“表示を乗務員に確認し”納品済”にしたと連絡あり)
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有事首都圏得意先配送報告の事前依頼［輸配送会社様へ］

②

＜依頼事項＞

輸送拠点311の画面

③

①

①GPS未装着(ｽﾎﾟｯﾄ庸車等)でデータ連携出来ないものは、乗務員確認・手入力要。
②届け先納品済のものは入力不要。
③納品時刻を過ぎていたら緯度経度やジオフェンス不備の可能性があり、乗務員確認要。

①
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得意先住所マスタ

GoogleMAP住所検索で緯度経度が得られない例
26/31

半径200ｍのジオフェンスでは納品済データ取得不可

GoogleMAP住所検索



(実際)
手入力

自動取得

配送情報取得の振り返りと目標

自動取得率

100%

0%

58%

42%

首都圏
先行時点

▼

●

▲
従来

65%
自動取得

目標
100%

自動収集技術革新と共に「物流最適化のインフラ」を目指す

手入力
35%

全国展開(’24.7～)に向けて

(設計時)
手入力
7% ⇔

首都圏改善後
(ｼﾞｵﾌｪﾝｽ3km化)

▼

・ｽﾎﾟｯﾄ車両不可
・ｼﾞｵﾌｪﾝｽ不備

輸配送会社様からの声：

「物流会社に寄り添っていただいたDX」（スポットには課題が残りますが･･）
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4．応用例ご紹介（ASNによる検品レス実験）

28/31

標準EDIを視野に、「納品伝票レス・検品レス」運用を見据え、
実証実験を実施（期間：‘23.11.27～12.1）。

効果の一端を、traevoを使って検証。



ASNによる検品レス実験：評価の為のジオフェンス設定

自由に区画設定も可→

29/31

Traevo画面での
ジオフェンス設定



ASN活用検品レス実験での荷卸し時間評価

［結論］
ASN活用EDIに向けた実験で、滞留時間削減の評価ができることが分かった

30/31

AVE.
AVE.80%

（実験前) （実験中)

（traevo履歴データ（車番/時刻/緯度･経度/ｼﾞｵﾌｪﾝｽ発着区分）より)



以上、ご清聴、ありがとうございました。
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